
■高額介護合算療養費について

■希望する方に医療費通知を送付します

　高額介護合算療養費は、医療と介護の両方を利用している世
帯の自己負担を軽減する制度です。
　１年間（ 8月～翌年 7月）に支払った後期高齢者医療制度と
介護保険の自己負担額の合計が限度額を超えたときは、その超
えた額が後期高齢者医療制度と介護保険から支給されます。
　なお、手続きには申請が必要です。申請する方は年金・長寿
医療グループにお申し出ください。
※ 後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額が 0円のと
きは対象になりません。
※支給額が500円未満のときは支給されません。
※ 自己負担額に、入院時の食事代や保険適用外の金額などは含
まれません。

　北海道後期高齢者医療広域連合では、発行を希望する方に医療費を半年ごとにまとめた医療費通知を送付して
います。
　次回の発行は 3月（平成24年 7 月～12月分）に行いますので、新たに発行を希望する方は年金・長寿医療グル
ープにご連絡ください（電話のみで手続きできます）。
※すでに通知を受け取られている方は、再度のご連絡は不要です。
※この通知を確定申告などの医療費控除の領収書の代わりとすることはできません。

負担
割合 区　　　分 自己負担額の

合計の基準額
３割 現役並み所得者 67万円

１割
一 般 56万円
住民税
非課税世帯

区分Ⅱ 31万円
区分Ⅰ 19万円

※区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税の方
※ 区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税で、世帯全
員の所得が 0円（公的年金収入のみのとき、
その受給額が80万円以下）、または老齢福祉
年金受給者。

後期高齢者医療制度のお知らせ

問い合わせ　年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）

平成24年度事務事業評価の 3次評価を公表します

問い合わせ　政策推進グループ（☎85１１２２）

　 3次評価（総合的な評価）は、担当部による『１次評価』、市職員で構成する行政評価会議による『 2次
評価』、外部評価委員会による『外部評価』などの結果を踏まえて、今後の事業改善や予算措置などへの最
終的方向性を示すもので、内容は、１月10日㈭から市ホームページで閲覧できます。
※ 事務事業評価は、市が行った事務事業の有効性や必要性を客観的に評価・点検し、事業の適正化・効率化
と行政運営の透明性の向上を図り、市民の皆さんへの説明責任を果たすことを目的としています。今年度
は、より一層来年度の事業改善・予算に反映できるよう、例年より時期を早めて実施しました。
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